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Chapter 1

Scilabの基本操作

1.1 はじめに

自分用のマニュアルで, 研究室内で共有しています. 公開はしますが, 信頼できる文書

ではありません. 本文書を参考にしたことで生じる不利益などについて一切責任は負いま

せん. 随時加筆・修正していくつもりですが, 特に更新情報などは表示しません.

1.2 基本操作

(1) 短い計算ならコマンドウィンドウに直接書き込む。

(2) 長いプログラムは、Scipadに入力して「Ctrl + L」で実行. ファイルの拡張子は

「.sce」で保存する. 関数のファイルの拡張子は「.sci」(MATLABの場合は関数もメ

インファイルも同じ拡張子「.m]で保存).

(3) 関数はコンソールから「> exec(’○○.sci’,-1)」を実行してあらかじめ読み込ん

でおく (関数の作り方は 3章で).

1.3 変数

変数は大文字・小文字を区別する. 使ってよい文字は,アルファベット・数字・「 ＿, ＃,！

, ％, ？ 」のみで,イニシャルはアルファベットでなければならない. MATLABでは記号

は「_」のみ. MATLABでは組み込みの定数が「pi」のように小文字で始まるので自分で

定義する変数は大文字にしておく方が安全だったが, Scilabでは組み込みの定数が「％ pi」

のように書くので, 自分で定義する変数は小文字ではじめても問題ない.
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1.4 マルチ・ステートメント

結果が表示されるマルチステートメント , と「改行」

結果が表示されないマルチステートメント ;

1.5 定数

円周率 π ％ pi

虚数単位 i ％ i

自然対数の底 e ％ e

無限大∞ ％ inf

値無し (Not a Number) ％ nan

真, 偽 ％ t または ％ f

1.6 スカラー間の基本演算

四則演算（＋，－，×，÷） +, -, *, /

べき乗 ab a^b

1.7 比較演算と論理演算

Scilabと同じ.

等しいならば真 (==) ==

異なるならば真 ( =) ~=

不等号 <=, >=, <, >

「かつ」, 「または」（∩, ∪） &, |

否定演算 (not P) ~P

1.8 数列

aから始まる dx刻みで b以下で終わる数列 a:dx:b

真ん中の dxがないと dx = 1として取り扱われる a:b

例 1.8.1. • 1:0.1:2 → 1, 1.1, 1.2, ..., 2.0

• 1:2:20 → 1, 3, 5, ..., 19 (← 20以下だから)

• (dxは負でもよい) 5:-1:3 → 5, 4, 3

• 1:3 → 1, 2, 3
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注意 1.8.2. このように生成された数列はベクトル（行列）の扱いになる. すなわち,

a = 1:0.1:1.3と a = [1 1.1 1.2 1.3] は同値である. また,

--> a = 1:0.1:1.3; a(3) と入力すると--> ans = 1.2 が返される.

aから始まる bで終わる n個の等差数列 linespace(x,y,n)

10xから始まり 10yで終わる n個の等比数列 logspace(x,y,n)

1.9 ベクトルと行列の基礎知識

この話は２章で詳しく述べる. MATLABでも Scilabでも基本的にベクトルも行列も

同じもの. ベクトルは一次元配列と考えればよい. ベクトル (数列)aの第 n成分 (第 n項)

は a(n) で呼び出せる.

1.10 大きい数と小さい数

6D+08 は 6× 108を意味する. MATLABでは 6e+08 の表記だった.

1.11 コメント

コメントは // で. MATLABでは ％だった.

1.12 数学関連の組み込み関数

MATLABと同じ.

log x, log10 x, log2 x log(x), log10(x), log2(x)

sinx, cos x, tan x sin(x), cos(x), tan(x)

arcsinx, arccos x, arctan x asin(x), acos(x), atan(x)

sinhx, cosh x, tanh x sinh(x), cosh(x), tanh(x)

sinh−1 x, cosh−1 x, tanh−1 x asinh(x), acosh(x), atanh(x)
√
x, |x|, signxなど sqrt(x), abs(x), sign(x)

小数点以下切り上げ (切り下げ) ceil(x), (floor(x))

四捨五入 round(x)

複素数の実部, 虚部, 複素共役 real(x), imag(x), ’

1.13 算術演算子の優先順位

複素共役「’」 > 「^」 > 「*, /」 > 「+, -」
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Chapter 2

行列操作

行列操作について述べる. この章は [1]を参考にした.

2.1 ベクトルと行列をつくる

行ベクトル x = (1, 2, 3) x = [1 2 3] または x = [1,2,3]

列ベクトル x =

1

2

3

 [1;2;3]

列の場合は, 「;」で区切ると改行. または

転置演算「’」を用いる.

x = [1 2 3]’

上記の規則を組み合わせると行列が定義で

きる.

A = [1 2 3; 4 5 6; 7 8 9]

A =

1 2 3

4 5 6

7 8 9

 A = [1,2,3;4,5,6;7,8,9] でも勿論OK.

2.2 行列を合成する

行列同士を組み合わせることも可能. ただし次数やサイズが合わないとエラーを吐く.

例 2.2.1. 1: X=[1 2 3]; Y=[4 5 6]; A=[X;Y]

2: A=

1. 2. 3.

4. 5. 6.
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2.3 行列を生成するコマンド

n行m列のゼロ行列 zeros(n,m)

n行m列の 1行列 (単位行列ではない) ones(n,m)

単位行列 eye(m,m)

数列Xを対角成分にもつ対角行列 diag(X)

オプションで対角線から上下にmずらすことも可. diag(X,m)

一様乱数を成分とする行列 rand(n,m, ’uniform’)

正規乱数を成分とする行列 rand(n,m, ’normal’)

MATLABでは単位行列は eye(m)とかけたが, Scilabでこう書くと 1と認識されてしま

う. MATLABの参考文献を使って Scilabのプログラムを書く場合は結構このミスが多い.

例 2.3.1. 　

1: A=zeros(2,3)

A=

0. 0. 0.

0. 0. 0.

2: B=ones(3,2)

B=

1. 1.

1. 1.

1. 1.

3: C=eye(2,4)

C=

1. 0. 0. 0.

0. 1. 0. 0.

4: X=1:3; D=diag(X)

D=

1. 0. 0.

0. 2. 0.

0. 0. 3.

5: E=diag(X,-1), F=diag(X,+1)

E=

0. 0. 0. 0.

1. 0. 0. 0.

0. 2. 0. 0.

0. 0. 3. 0.

F=

0. 1. 0. 0.
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0. 0. 2. 0.

0. 0. 0. 3.

0. 0. 0. 0.

2.4 行列の演算

行列の足し算・引き算 +, -

行列のかけ算とスカラー倍 *

行列の成分ごとのかけ算 .*

例 2.4.1. 　

1: A=[1 2; 3 4]; B=[0 2; 3 0]; C=A+B, D=A*B, E=A.*B

2: C=

1. 4.

6. 4.

3: D=

6. 2.

12. 6.

4: E=

0. 4.

9. 0.

行列の割り算 ￥ (バックスラッシュ, yen) または/ (スラッシュ)

行列の成分ごとの割り算 ./

注意 2.4.2. 行列の割り算は逆行列を作用させることに相当する演算であり, そのため \

と/の２パターンある. すなわち, AB = Cに対してB = A−1Cを求める演算は B=A\Cと

書き, AB = Cに対してA = CB−1を求める演算は A=C/Bと書く.

その他, 行列のべき乗 (成分毎のべき乗)「^ ( .^)」, 行列の成分毎の論理演算・関係演

算「| , & , ~ , == , >= など」も同様に定義できる. また応用として, ベクトルの

内積は行列の転置と積を組み合わせて定義できる. すなわちベクトルA = (1, 2)とベクト

ルB = (3, 4)の内積A ·Bを求めたければ, 行ベクトルAとBに対して, A*B’を計算すれ

ばよい.

1: A=[1 2]; B=[0 2]; A*B’

2: ans = 4

クロネッカーのテンソル積 kron(A,B)
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注意 2.4.3. 行列 A =


a11 . . . a1n
...

. . .
...

am1 . . . amn

, B =


b11 . . . b1t
...

. . .
...

bℓ1 . . . bℓt

 に対して, ℓm × nt行列

kron(A,B) =


a11B . . . a1nB
...

. . .
...

am1B . . . amnB

 を生成する操作をクロネッカーのテンソル積という.

2.5 行列の全成分に施す関数

普通に関数に行列を作用させると各成分にその関数が施される.

例 2.5.1. 　

1: X=[1 2; 4 9]; sqrt(X)

2: ans=

1. 1.4142135 2. 3.

この計算はCや Javaだと forループなどを用いることになり, MATLABでも forルー

プで計算はできる. 必ず覚えておきたいのは, forループで回すより, この演算の方が速い

(プログラムが短いという意味でなく計算にかかる時間が実際に短縮される)ということ

である.

2.6 行列の関数

ベクトル・行列の成分の個数 length(A)

行列の大きさ (行の数と列の数) size(A, m)

mをつけないと行と列の二つを返し

m = 1なら行 (縦)の数, m = 2なら列 (横)の数

行列の成分がゼロかどうか and(A, m)

mをつけないと全ての成分がゼロであればF を返す,

m = 1なら行 (縦)に対して, m = 2なら列 (横)に対して検査.

行列の成分がゼロかどうか or(A, m)

mをつけないと成分に一つでもゼロであればF を返す,

m = 1なら行 (縦)に対して, m = 2なら列 (横)に対して検査.

非ゼロ成分のインデックスを求める find(A)

例 2.6.1. 大きさ　　

1: A=[0 0 3; 0 0 0]; length(A), size(A), size(A,1), size(A,2)

2: ans=
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3: ans=

2. 3.

4: ans=

2.

5: ans=

3.

例 2.6.2. 論理積 (and)　

1: A=[1 2 0; 3 2 1]; a1=and(A), a2=and(A,1), a3=and(A,2)

2: a1=

F

3: a2=

T T F

4: a3=

F

T

例 2.6.3. 論理和 (or)　

1: A=[0 0 3; 0 0 0]; a1=or(A), a2=or(A,1), a3=or(A,2)

2: a1=

T

3: a2=

F F T

4: a3=

T

F

例 2.6.4. インデックス　

1: A=[1 0 0 3; 0 2 0 0; 0 0 3 0]; find(A)

2: ans=

1. 5. 9. 10.
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2.7 線形代数にあらわれる行列の関数

逆行列 inv(A)

一般化逆行列 pinv(A)

行列式 det(A)

トレース trace(A)

直交化 orth(A)

階数 (rank) rank(A)

固有値と固有ベクトル spec(A)

行列の平方根 sqrtm(A)

行列の指数関数 expm(A)

行列の対数関数 logm(A)

Cholesky分解 chol(A)

LU分解 lu(A,m)

QR分解 qr(A,m)

詳しい使用法やオプションについてはヘルプを参照のこと.

2.8 抜き出す操作

Aの (m,n)-成分 A(m,n)

Aのm-行 (コロンを用いる) A(m,:)

Aの n-列 (コロンを用いる) A(:,n)

上の３つの方法には応用がある. mなどに行列を

入れてもよい. (例) n-列から l行分抜き出す. A(:, n:n+1)

別の例は以下に...

行列の対角成分を取り出す diag

例 2.8.1. 　　

1: A=[1 0 0 4; 0 2 0 0; 0 0 3 0]; A(1,4), diag(A), B=A(1,:), C=A(:,2)

2: ans=

4.

3: ans=

1.

2.

3.

4: B=

1. 0. 0. 4.

5: C=

0.
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2.

0.

例 2.8.2. 　　

1: A=[1 0 0 4; 0 2 0 0; 0 0 3 0]; Y=[1 3]; D=A(:, 2:4), E=A(Y,:)

2: D=

0. 0. 4.

2. 0. 0.

0. 3. 0.

3: E=

1. 0. 0. 4.

0. 0. 3. 0.

2.9 加える操作

Aにあらたな (m,n)-成分 xを付け加える. A(m,n)

追加された成分の行や列で指定されなかった部分には 0が入る.

行 Y を追加するには行列Aと一緒に行方向に並べればよい. [A;Y]

列Xを追加するには行列Aと一緒に列方向に並べればよい. [A X]

例 2.9.1. 　　

1: A=[1 2 3; 4 5 6]; A(3,4)=7

2: A=

1. 2. 3. 0.

4. 5. 6. 0.

0. 0. 0. 7.

例 2.9.2. 　　

1: A=[1 2 3; 4 5 6]; B=[7 7 7]; C=[8;8], D=[A;B], E=[A C]

2: D=

1. 2. 4.

4. 5. 6.

7. 7. 7.

3: E=

1. 2. 3. 8.

4. 5. 6. 8.
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2.10 行列の加工

行列Aの各列を縦につないで縦ベクトルXを作る. X=A(:)

組み込み関数matrixも使用できる. X = matrix(A,length(A),1)

逆にベクトルXからm× n行列Aを作るときにも A = matrix(X,m,n)

matrixを用いればよい.

例 2.10.1. 　　

1: A=[1 2 ; 4 5]; X1=A(:), X2=matrix(A,4,1)

2: X1=

1.

4.

2.

5.

3: X2=

1.

4.

2.

5.

例 2.10.2. 　　

1: X=1:12; A=matrix(X,2,6)

2: A=

1. 3. 5. 7. 9. 11.

2. 4. 6. 8. 10. 12.

2.11 行や列を取り除く

行や列を取り除きたければ空の行か列をセットすればよい. [] （以下の例参照）

例 2.11.1. 　　

1: A=[1 2 3; 4 5 6]; A(:,2)=[]

2: A=

1. 3.

4. 6.

例 2.11.2. 　　
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1: A=[1 2 3; 4 5 6]; A(1,:)=[]

2: A=

4. 5. 6.

例 2.11.3. 　　

1: A=[1 2 3; 4 5 6], A(:,[1 3])=[]

2: A=

2.

5.

2.12 三角行列

行列Aを下三角行列に. tril(A)

行列Aを上三角行列に. triu(A)

例 2.12.1. 　　

1: A=[1 2 3; 4 5 6; 7 8 9]; B=tril(A), C=tril(A)

2: B=

1. 0. 0.

4. 5. 0.

7. 8. 9.

3: C=

1. 2. 3.

0. 5. 6.

0. 0. 9.

2.13 その他

[1]では他に文字列を扱ったり加工したりする関数や,グラフィック表示で便利な meshgrid な

どについて記載されていたが, 自分には当面必要なさそう.
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Chapter 3

関数

大きなプログラムを作る場合は, 関数を別ファイルに作るのが便利である. また, メイ

ンプログラムに関数を書くこともできる.

3.1 別ファイルで関数を定義

基本形は

1: function 出力引数=関数名 (入力引数)

2: 本体

3: endfunction

の形で, ファイルは拡張子が .sciファイルで保存して, メインファイルの実行前に, コマン

ドプロンプトから,

1: exec(’ファイル名.sci’,-1)

を実行しておくと, このファイルの中にある関数がそのまま利用できる. 出力引数や入力

引数はなくてもよい.

以下は平均と総和を２次元ベクトルとして返す関数である.

FunctEx1.sci

1: function out = AverageSum(X)

2: N = length(X);

3: S = sum(X);

4: Avr = S ./N;

5: out = [Avr S];

6: endfunction

実際に使うときには,
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1: exec(’

1: N=10;

2: X=1:N;

3: Y=AverageSum(X)

--> Y =

55. 5.5

のようにつかえばよい.

• 変数は, 英文字で始まり, 英数字とアンダーバーからなる文字列を用いる. 文字数に

は制限はない. Scilabにはすでに多くの組み込み関数が用意されておりそれらは小

文字で書かれているので, 大文字から始める名前にすると区別しやすい.

• 二つ以上の引数をとるときは, ,(カンマ)で区切る.

• 一つの関数ファイルに複数の関数を書いてもよい.

• ファイル名と関数名が一緒である必要もない.

出力引数がないとき,

1: function 関数名 (入力引数)

2: 本体

3: endfunction

だけでよい. 入力引数がないときは,

1: function 出力引数=関数名 ()

2: 本体

3: endfunction

のようにかく. 入力引数も出力引数も両方ともないときは

1: function 関数名

2: 本体

3: endfunction

となる.

関数の中に出てくる変数と, メインプログラムの中の変数が同じ文字の時でもそれら

は「別物」として区別される. 同じものとして判断させたいときは, globalを用いる.

FunctEx1.sci

1: function AverageSum2 (←出力引数も入力引数もない関数)

2: global X AVR S

2: N = length(X);
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3: S = sum(X);

4: AVR = S ./N;

6: endfunction

Main.sce

1. global X ARV S

2. N=10; X=1:N;

3. AverageSum2;

4. AVR, S

--> AVR = 5.5

S= 55

3.1.1 入力引数の数を可変に

たとえば, Sum2を二つの引数 Sum2(X,Y)のときは X+Yを, １つの引数 Sum2(X)のとき

は成分の総和 sum(X)としたいときがあるとする. このときは, 入力引数の数を与えてく

れる関数 argnをもちいればよい.

argn(1) 出力引数の個数

argn(2) 入力引数の個数

argn() 出力引数と入力引数を成分とするベクトル
例.

FunctEx1.sci

1: function S = Sum2(X,Y)

2: if argn(2)==1

3: S= sum(X);

4: else

5: S= X+Y;

6: end

7: endfunction

3.2 メインプログラムで関数を定義する

これまでは関数をメインプログラムと別のファイルに書いてきたが, 簡単なものであれ

ばメインプログラムに直接書けばよい. 基本形はdeff(’出力引数=関数名(入力引数)’,[’

本体 (複数行でもよい)’]) 注意するのは, 本体の実行文もすべて「’」でかこみ, 行列の各

行に格納しておくこと.

例.

メインプログラムの中に
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1: deff(’A=Ave2(X)’,[’N=length(X)’; ’A=sum(X)/N’]
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Chapter 4

構文

主に [1]に従った.

4.1 ループ, 繰り返し処理

4.1.1 For文

基本形は,

1: for 繰り返し部分

2: 実行文たち

3: end

一文で

1: for 繰り返し部分, 実行文たち end

と書くこともできる. 例としては

1: x=0;

2: for I=1:10

3: x=x+I;

4: end

5: x

6: --> x=

45

や

1: x=0;

2: for I=1:10, x=x+I; end

3: x

4: --> x=

45
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4.1.2 While文

基本形は,

1: while 終了条件

2: 実行文たち

3: end

一文で

1: while 終了条件; 実行文たち end

と書くこともできる. 例としては

1: x=0; I=0;

2: while I<10

3: I=I+1; x=x+I;

4: end

5: x

6: --> x=

45

や

1: x=0; I=0;

2: while I<10; I=I+1; x=x+I; end

3: x

4: --> x=

45

4.1.3 ループから抜け出る (break)・続ける (continue)

(1) break ある条件が満たされたら中断したいときがある. 次のプログラムは 20秒間

整数の乱数を発生し続けるが, もし整数 2013が得られれば探索を打ち切るというもので

ある.

1: tic()

2: while toc()<20

3: X=fix(rand()*10000);

4: if X == 2013

5: X, break

6: end

7: end
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rand()は 0以上 1未満の一様乱数. fixは小数部分を切り捨てて整数にする関数. 20秒間

の間ループが続くが, もしX = 2013となると breakによってループを抜け出してプログ

ラムが終了する.

ループが何重にもなっているときは, breakによって抜け出る場所はそれが置かれてい

るループのすぐ外側になる.

(2) continue ある条件が満たされても繰り返しをつづけたいときがある. 次の例は, 20

秒間乱数を発生し続け, もし整数 2013が得られれば表示はするが, 探索を続けるプログラ

ムである.

1: tic()

2: while toc()<20

3: X=fix(rand()*10000);

4: if X ~= 2013

5: continue

6: end

7: X

8: end

3行目で発生した乱数が 2013でなければ, continueによって, 最後の 8行目の endまで飛

びループを続ける. もし 2013なら, 普通に 7行目が実行されるので, Xが表示される.

ループが何重にもなっているときには, continueによって飛ぶ場所は, それが置かれ

ているループの最後の部分になる.

4.2 分岐

4.2.1 if ... end

基本形は,

1: if 判定条件

2: 実行文たち

3: end

判定条件が Tなら実行され, Fなら何も実行されない. 何重にネストすることもできる.

一文で

1: if 判定条件, 実行文たち end

と書くこともできる. 例としては

1: x=2;

2: if x>0
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3: disp(’x is positive’);

4: end

5: --> x is positive

4.2.2 if ... else ... end

２つのことがらを条件によって分けて実行するにはこれをもちいる. 基本形は,

1: if 判定条件

2: 実行文たち 1

3: else

4: 実行文たち 2

3: end

判定条件がTなら実行文たち 1が実行され, Fなら実行文たち 2が実行される. 何重にネ

ストすることもできる.

4.2.3 if ... elseif ... else ... end

３つのことがらを条件によって分けて実行するにはこれをもちいる. 基本形は,

1: if 判定条件 1

2: 実行文たち 1

3: elseif 判定条件 2

4: 実行文たち 2

5: else

6: 実行文たち 3

3: end

判定条件 1がTなら実行文たち 1が実行され, Fなら判定条件 2が判定される. この判定

条件 2がTなら実行文たち 2が実行され, Fなら実行文たち 3が実行される. 何重にネス

トすることもできる. elseifのあとにさらに elseifを続けることによって, ４つ以上の

幾通りもの場合分けが可能だが, このような場合は次節の selectを用いた方がよい.

4.2.4 select文で分岐

基本形は,

1: select 数値または文字列を与える数式 (Y)

2: case 数値または文字列$1$(A1)

3: 実行文たち 1 ...

4: case 数値または文字列$n-1$(A2)
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5: 実行文たち$n-1$

6: else

7: 実行文たち$n$

8: end

selectの後にある数式の値が caseのあとにある値と一致 (Y = A1なら実行文たち 1,

Y = A2なら実行分たち 2のように) すれば, それに続く実行文たちを実行します. どれと

も一致しなければ, elseのあとにつづく実行文たちを実行します. ひとつの caseのあと

の文たちが実行されれば, 制御は最後の行にある endに続く文の実行に移っていきます.

例.

1: X=0;

2: select sign(X)

3: case 1

4: disp(’X is positive’)

5: case -1

6: disp(’X is negative’)

7: else

8: disp(’X is zero’)

9: end

10: --> X is zero
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Chapter 5

テクニック

5.1 高速化のコツ

主に [1](３章)を参考にした.

5.1.1 実行速度を測る

まずは, 実行速度を測るコマンドは tic , toc である. tic()でタイマーをスター

トさせ, toc()でタイマーを止める.

例としては

1: x=0;

2: tic()

3: for I=1:10

4: x=x+I;

5: end

6: T1=toc()

7: x

8: --> T1=0.015.

9: --> x=45.

5.1.2 ループより

たとえば和の計算を行う場合は, while , for を使ってループを回すより, sum を用

いた方が格段にはやい. また, f(n∆x)を各 nに対して計算するときも, ループで計算して

いくより, f(0:\Delta x: N)で計算した方がはやい.

[1][P91]
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5.1.3 領域の確保

N 個の配列 a[n] = sin(n∆x)を計算するときに, 突然計算させるより, ループの前にあ

らかじめ a = zeros(1,N) とでも設定しておくとメモリが確保され速い. もしこれをしな

いと, 毎回の計算ごとにメモリを確保しながら計算するため時間のロスが多くなってしま

う. ScilabやMATLABはCや JAVAのように型の宣言をしないでよいかわりにこういっ

たことに気を配るとよい.
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Chapter 6

ファイルの読み書き

主に [1]に従った.

6.1 テキストファイルへの読み書き

ファイルにデータを書き込むのは, Javaなどと同じで, まずファイルをオープンして,

次にデータを書き込んで, 最後にファイルをクローズする.

1: X=1:5, Y=X .^3

2: Fid = mopen(’ex6201.txt’,’w’)

3: mfprintf(Fid, ’%2d%5d\n’, X’, Y’);

4: mfclose(Fid)

--> X=

1. 2. 3. 4. 5.

Y=

1. 8. 27. 64. 125.

2行目でファイルをオープンして, 3行目でファイルに書き込むのだが, %2d%5d\nは, 最初

の数値が整数で二桁の幅に, 次の数値が整数で５桁の幅に書きここで改行する. ことを意

味している. 生成されたテキストファイル ex6201.txtを開いてみると以下のようになっ

ている.

1 1

2 8

3 27

4 64

5 125
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mopenのオプション’w’はほかに
読み込み ’r’

読み込みと書き込み ’r+’

書き込み (もし同名のファイルがあればそれを削除) ’w’

読み込みと書き込み ’w+’

(もし同名のファイルがあればそれを削除)

追加書き込み ’a’

追加書き込みと読み込み ’a+’

\%2d%5d\n の部分だが, フラグとしては,

マイナスの符号を左端に寄せる. -, 例: \%5.2f

つねにプラスの符号を表示する. +, 例: \%+5.2f

数字の前にスペースの代わりに 0を詰める 例: \%05.2f

変換文字としては
文字 c

10進整数 d

指数表示 3.1415e+00 e

指数表示 3.1415E+00 E

固定小数点表示 3.1415 f

指数表示または固定小数点表示のいずれか簡潔な方 g(指数が小文字)

G(指数が大文字)

8進数表示 (符号なし) o

文字列 s

符号なしの 10進数整数 u

16進数表示 x, X

制御文字 (エスケープ文字)としては
改行 \n

タブ \t

バックスペース \b

キャリッジリターン \r

フォームフィード \f

バックスラッシュ \ \

クォーテーションマーク \f

6.2 ファイルから読み込む

1: Fid = mopen(’ex6201.txt’,’r’)

2: mfscanf(%inf, Fid, ’%d%d’);

3: mclose(Fid);

4: N, [X Y]
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--> N=

2.

ans =

1. 1.

2. 8.

3. 27.

4. 64.

5. 125.

%infはデータのある限りファイルの終わりまで読み込むことを意味している. ’%d%d’

は２個の整数を読み込むことを意味している. 注意しなくてはいけないのは, ファイルか

ら読み込んだデータは行列の行方向に格納されること.
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